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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業224企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 卸売業・不動産業を除く４業種で改善

10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△4.0、実績比4.0ポイント低下の見込
　来期は、不動産業以外の業種で低下を見込んでいます。項目別では、売上判断D.Iが当期実績比10.3ポイ
ント、収益判断D.Iは同7.1ポイントともに低下、販売価格判断D.Iは同5.0ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比1.8ポイント改善、また、残業時間D.Iは同4.1ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、「経費の節減」が48.7％、「販路を広げる」が44.6％、「人材を確保する」が25.4％と
上位になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は0.0と、
2017年7～9月期(前期)の調査より8.2ポイント改善しました。
　業種別では、卸売業で前期比3.2ポイント、不動産業で同11.7ポイ
ント低下しましたが、製造業は前期比4.1ポイント、小売業は同15.5
ポイント、サービス業は同31.１ポイント、建設業は同8.3ポイントそ
れぞれ改善となりました。項目別では、売上判断D.Iが9.4と前期比
13.0ポイント、収益判断D.Iは3.1と同11.7ポイントともに改善しました。
また、前年同期比売上額判断D.Iは3.1、前期比3.１ポイント、同収益
判断D.Iは△1.8、同3.7ポイントともに改善しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△17.5と前期比0.7ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。また、前期
比残業時間D.Iは6.3と同5.4ポイント改善しました。借入金の動きや借入難易度では、｢借入した｣が前期比4.9ポ
イント増加となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が40.6％、「売上の停滞・減少」が30.8％、「利幅の縮小」が21.4％
で上位となり、前期と同様の課題が挙げられました。
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年7～9月 29年10～12月 30年1～3月
見通し 概　　　　　　　　　要

 業況判断D.Iは、８.２ポイント改善し０.０。来期は、４.０ポイント低下し△４.０の見通し。

業況判断D.Iは、４.１ポイント改善し８.５。来期は、８.５ポイント低下し０.０の見通し。

業況判断D.Iは、３.２ポイント低下し△６.５。来期は、３.２ポイント低下し△９.７の見通し。

業況判断D.Iは、15.５ポイント改善し△24.５。来期は、２.３ポイント低下し△26.８の見通し。

業況判断D.Iは、３１.１ポイント改善し１３.８。来期は、６.９ポイント低下し６.９の見通し。

業況判断D.Iは、８.３ポイント改善し１１.４。来期は、５.７ポイント低下し５.７の見通し。

業況判断D.Iは、11.７ポイント低下し△11.７。来期は、17.６ポイント改善し５.９の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

明けましておめでとうございます

結 城 信 用 金 庫
 　　理 事 長   森　　光　郎

　平成30年の初春を迎え、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
　旧年中は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後とも地域社会の繁栄に向けて役職員心を一つにして　　　　　　　　　　
精進してまいる所存でございます。
　本年もより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.94
（2017.10～12月期）

結城信用金庫営業統括部



　　　業況判断D.Iは8.5、前期比4.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが9.8と前期比2.8ポイント改善、収益判断D.Iは4.２と同横ばいとなりました。
また、前年同期比売上額判断D.Iは9.9、前期比4.2ポイント、同収益判断D.Iは4.2、同7.1ポイントともに低
下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.7と前期比8.4ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iも12.7と同2.8ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が29.6％（前期26.8％）、「予定あり」が11.3％（前期21.４％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は18.3％（前期20.0％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が36.6％、「売上の停滞・減少」が25.4％、「利幅の縮小」・
｢原材料高｣がそれぞれ21.1％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは0.0、当期実績比8.5ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比8.4ポイン
ト、収益判断D.Iは同8.4ポイントともに低下、販売価
格判断D.Iも同1.4ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比4.2ポイント改善、残業時間D.Iは同7.1ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が54.9％、
「経費の節減」が49.3％、「人材を確保する」が
29.6％と上位に挙げられました。

　外部専門機関等を利用しながら、お取引先の課題や問題点の解決策を提案する
伴走型の支援を行っていく。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
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【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 11.3 78.8 9.9 

 19.7 64.8  15.5 

 8.5 78.8  12.7 

 25.3 59.2  15.5 

  

 

 26.8 54.9  18.3 

 18.3 63.4  18.3 

 19.7 77.5  2.8 
  

 15.5 83.1  1.4 

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9
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製造業  主要指標の推移D.I
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（単位：％）
問3 2018年において貴社の売上額の伸び率は、2017年に比べておおよそどのくらいになると

見通していますか。

（単位：％）
問4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

問5 世間一般では、｢景気回復を実感できない｣という意見が広くみられるようですが、貴社では、
どのような状況になれば、世の中が景気回復をより実感できるようになると思いますか。
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企業収益の改善 
賃金の上昇

　雇用機会の増加
　株価・地価の上昇

　物価の安定
　社会保障の充実

　後向きな話題・報道の減少
　海外に関するリスクの低減

　そ　の　他
どのような状況になっても景気回復を実感できない
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　業況判断D.Iは△6.5、前期比3.2ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが3.2と前期比12.8ポイント、収益判断D.Iは6.5と同12.9ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比6.5ポイント、同収益判断D.Iも0.0、同6.5ポイン
トともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△16.1と前期比12.9ポイント低下し、人手不足感がやや強まり
ました。また、前期比残業時間D.Iは6.5と同13.0ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が38.7％（前期29.0％）、「予定あり」が19.4％（同19.4％）を示していま
す。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.9％（前期12.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が48.4％、「売上の停滞・減少」が35.5％、｢利幅の縮小｣・「取引
先の減少」がともに19.4％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△9.7と当期実績比3.2ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.6ポイン
ト、収益判断D.Iは同12.9ポイント、販売価格判断D.I
も同16.2ポイントそれぞれ低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.2ポイント改善、残業時間判断D.Iは同6.5ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が93.5％、「経
費の節減」が45.2％、「情報力の強化」も45.2％と上位
に挙げられました。

　株価上昇など景気回復のニュースはテレビ・新聞等で目にするが、実際、地方の
中小零細企業にはその影響を実感することがない。
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 19.4 54.8  25.8 

 32.3 41.9  25.8 

 19.4 54.8  25.8 

 29.0 45.2 25.8  19.3 54.9  25.8 
　
　

  
 19.4 51.5  29.1 

 32.3 67.7  0.0 

 12.9 80.6  6.5 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数31企業（回答率93.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8
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（単位：％）
問1 貴社では、2018年の日本の景気をどのように見通していますか。

　2018年（平成30年）の経営見通しについて調査を実施しました。

　貴社では、2018年の日本の景気と自社の業況（景気）の見通しについて、また、2018年の自社の売上額

の伸び率、業況が上向く転換点はいつ頃になると見通しているかについて、結果を次のように取り纏めました。

　2018年の日本の景気と自社の業況（景気）を｢普通｣と見通している割合がともに半数以上を占める結果

となりました。また、2018年の売上額の伸び率が2017年に比べて｢変わらない｣とする割合が54.5％と半数

以上を占めております。

　以下に、詳しく掲載しております。　

非常に良い　0.5％

やや悪い
25.9％

普通
51.3％

悪い　8.0％

（単位：％）
問2 貴社では、2018年の自社の業況（景気）をどのように見通しでいますか。

非常に良い　0.4％

やや悪い
27.7％

普通
53.6％

悪い　5.8％

良い　1.3％
やや良い　12.1％

非常に悪い　0.9％

良い　0.9％
やや良い　11.2％

非常に悪い　0.4％



　業況判断D.Iは△24.5、前期比15.5ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが12.2と前期比34.7ポイント、収益判断D.Iは△4.9と同32.6ポイントともに改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比5.0ポイント、同収益判断D.Iは△14.6、同12.9
ポイントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.0と前期比2.5ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iは△2.5と前期比2.5ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が34.1％（前期27.5％）、「予定あり」が17.1％（前期20.0％）を示しています。
また、設備投資を実施したと回答した企業は12.2％（前期10.0％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が43.9％、「同業者間の競争激化」が41.5％、「大型店との競争激
化」が24.4％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△26.8、当期実績比2.3ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比26.8ポイ
ント、収益判断D.Iは同14.6ポイント、販売価格判断
D.Iは同14.6ポイントそれぞれ低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比2.5ポイント改善、残業時間判断D.Iは同5.0ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が53.7％、「売
れ筋商品の取扱」が29.3％、「品揃えを改善する」
が26.8％と上位に挙げられました。

　売上は前年同程度で推移しているが、利用客の高齢化に伴い利用頻度が減少する
ことを懸念している。

　業況判断D.Iは△11.7、前期比11.7ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが0.0と前期比12.5ポイント、収益判断D.Iは△5.9と同12.2ポイントともに低
下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比12.5ポイント、収益判断D.Iは△5.9、同6.6ポイ
ントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.6と前期比1.2ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
されました。また、前期比残業時間D.Iは5.9と同0.4ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が23.5％（前期25.0％）、「予定あり」は17.6％（前期31.3％）を示しています。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が47.1％、「商品物件の不足」が35.3％、「売上の停滞・減
少」も35.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは5.9、当期実績比17.6ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比横ばい、
収益判断D.Iは同5.9ポイントの改善を見込んでおりま
す。また、販売価格判断D.Iは同17.6ポイントの改善
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、残業時間D.Iは同5.9ポイント低下の見通し
となっています。
　当面の重点施策では、「宣伝･広告の強化」が64.7％、
「販路を広げる」が41.2％、「情報力の強化」が35.3％
と上位に挙げられました。

　賃貸物件収入は順調に推移しているが、商品物件が少なく、また、物件があって
も競合が多いことから仕入価格が上昇している。
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【業　況】 【売上額】

【収　益】
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 19.5  56.1  24.4 

7.3  65.9  26.8 
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 17.6 64.8 17.6 

 17.6 58.9 23.5 

 17.6 64.8  17.6 

 23.5 53.0  23.5  11.8 64.7 23.5 
 

 29.4 47.1  23.5

5.9  82.3  11.8 

 5.9  76.5  17.6

4.9 63.4 31.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数17企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7
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　業況判断D.Iは13.8、前期比31.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが13.8、前期比27.7ポイント、収益判断D.Iは10.4と同27.6ポイントともに改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比13.8ポイント、同収益判断D.Iも0.0、同13.8ポ
イントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.3と前期比横ばい、前期比残業時間D.Iは△0.0と同13.8ポイ
ント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が13.8％（前期17.2％）、「予定あり」が10.3％（前期3.4％）を示していま
す。また、設備投資を実施したと回答した企業は17.2％（前期10.3％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞･減少」が34.5％、「同業者間の競争激化」が27.6％、「利幅の縮小」・｢材料
価格の上昇｣がそれぞれ24.1％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは6.9、当期比6.9ポイント低
下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比3.5ポイン
ト、収益判断D.Iも同3.5ポイントそれぞれ低下を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
14.3ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.5ポイント低下、残業時間判断D.Iは同3.4ポイン
ト改善の見通しとなっています。　
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.7％、「販路
を広げる」が34.5％、「人材を確保する」が27.6％と上位
に挙げられました。

人材育成と人材確保が今後の事業継続において最も重要な課題である。　

　業況判断D.Iは11.4、前期比8.3ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが11.4と前期比8.4ポイント、受注残判断D.Iは11.4と同2.3ポイントそれぞれ
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比横ばい、同収益判断D.Iは0.0、同3.0ポイント
改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△37.1と前期比12.9ポイント低下し、人手不足感がやや強まり
ました。また、前期比残業時間D.Iは8.6と前期比2.5ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が40.0％（前期27.3％）、「予定あり」が25.7％（前期18.8％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は14.3％（前期18.2％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が48.6％、「人手不足｣が42.9％、「利幅の縮小」・｢材料価
格の上昇｣がそれぞれ22.9％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは5.7、当期比5.7ポイント低
下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.7ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同横ばいを見込んでいます。
また、材料価格判断D.Iは当期実績比8.７ポイントの
下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、残業時間判断D.Iも同横ばいの見通しとな
っています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が57.1％、「販路
を広げる｣が42.9％、｢人材を確保する｣も42.9％と上
位に挙げられました。

　リフォーム、リノベーションブームも落ち着いてしまい、顧客の獲得が難しい
状況にある。　
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 17.1 71.5  11.4

 17.1  71.5  11.4 

 22.9 65.6  11.5 17.1 77.2 5.7 

 14.3 77.1 8.6 

 22.9 77.1 0.0 
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 24.1 62.1  13.8 

 20.7 69.0  10.3 

 24.1  65.6  10.3 20.7 72.4 6.9 

　
 17.2 72.5 10.3

 21.4 78.6 0.0 

 7.1 92.9  0.0  20.0  65.7  14.3 

　　　　

 20.7 65.5  13.8 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ サービス業 回答企業数29企業（回答率93.5％）■ 建 設 業 回答企業数35企業（回答率97.2％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　業況判断D.Iは13.8、前期比31.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが13.8、前期比27.7ポイント、収益判断D.Iは10.4と同27.6ポイントともに改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比13.8ポイント、同収益判断D.Iも0.0、同13.8ポ
イントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.3と前期比横ばい、前期比残業時間D.Iは△0.0と同13.8ポイ
ント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が13.8％（前期17.2％）、「予定あり」が10.3％（前期3.4％）を示していま
す。また、設備投資を実施したと回答した企業は17.2％（前期10.3％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞･減少」が34.5％、「同業者間の競争激化」が27.6％、「利幅の縮小」・｢材料
価格の上昇｣がそれぞれ24.1％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは6.9、当期比6.9ポイント低
下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比3.5ポイン
ト、収益判断D.Iも同3.5ポイントそれぞれ低下を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
14.3ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.5ポイント低下、残業時間判断D.Iは同3.4ポイン
ト改善の見通しとなっています。　
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.7％、「販路
を広げる」が34.5％、「人材を確保する」が27.6％と上位
に挙げられました。

人材育成と人材確保が今後の事業継続において最も重要な課題である。　

　業況判断D.Iは11.4、前期比8.3ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが11.4と前期比8.4ポイント、受注残判断D.Iは11.4と同2.3ポイントそれぞれ
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比横ばい、同収益判断D.Iは0.0、同3.0ポイント
改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△37.1と前期比12.9ポイント低下し、人手不足感がやや強まり
ました。また、前期比残業時間D.Iは8.6と前期比2.5ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が40.0％（前期27.3％）、「予定あり」が25.7％（前期18.8％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は14.3％（前期18.2％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が48.6％、「人手不足｣が42.9％、「利幅の縮小」・｢材料価
格の上昇｣がそれぞれ22.9％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは5.7、当期比5.7ポイント低
下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.7ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同横ばいを見込んでいます。
また、材料価格判断D.Iは当期実績比8.７ポイントの
下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、残業時間判断D.Iも同横ばいの見通しとな
っています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が57.1％、「販路
を広げる｣が42.9％、｢人材を確保する｣も42.9％と上
位に挙げられました。

　リフォーム、リノベーションブームも落ち着いてしまい、顧客の獲得が難しい
状況にある。　
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 17.1 71.5  11.4
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 24.1 62.1  13.8 

 20.7 69.0  10.3 

 24.1  65.6  10.3 20.7 72.4 6.9 

　
 17.2 72.5 10.3

 21.4 78.6 0.0 

 7.1 92.9  0.0  20.0  65.7  14.3 

　　　　

 20.7 65.5  13.8 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ サービス業 回答企業数29企業（回答率93.5％）■ 建 設 業 回答企業数35企業（回答率97.2％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　業況判断D.Iは△24.5、前期比15.5ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが12.2と前期比34.7ポイント、収益判断D.Iは△4.9と同32.6ポイントともに改
善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比5.0ポイント、同収益判断D.Iは△14.6、同12.9
ポイントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.0と前期比2.5ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iは△2.5と前期比2.5ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が34.1％（前期27.5％）、「予定あり」が17.1％（前期20.0％）を示しています。
また、設備投資を実施したと回答した企業は12.2％（前期10.0％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が43.9％、「同業者間の競争激化」が41.5％、「大型店との競争激
化」が24.4％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△26.8、当期実績比2.3ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比26.8ポイ
ント、収益判断D.Iは同14.6ポイント、販売価格判断
D.Iは同14.6ポイントそれぞれ低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比2.5ポイント改善、残業時間判断D.Iは同5.0ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が53.7％、「売
れ筋商品の取扱」が29.3％、「品揃えを改善する」
が26.8％と上位に挙げられました。

　売上は前年同程度で推移しているが、利用客の高齢化に伴い利用頻度が減少する
ことを懸念している。

　業況判断D.Iは△11.7、前期比11.7ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが0.0と前期比12.5ポイント、収益判断D.Iは△5.9と同12.2ポイントともに低
下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比12.5ポイント、収益判断D.Iは△5.9、同6.6ポイ
ントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.6と前期比1.2ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
されました。また、前期比残業時間D.Iは5.9と同0.4ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が23.5％（前期25.0％）、「予定あり」は17.6％（前期31.3％）を示しています。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が47.1％、「商品物件の不足」が35.3％、「売上の停滞・減
少」も35.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは5.9、当期実績比17.6ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比横ばい、
収益判断D.Iは同5.9ポイントの改善を見込んでおりま
す。また、販売価格判断D.Iは同17.6ポイントの改善
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、残業時間D.Iは同5.9ポイント低下の見通し
となっています。
　当面の重点施策では、「宣伝･広告の強化」が64.7％、
「販路を広げる」が41.2％、「情報力の強化」が35.3％
と上位に挙げられました。

　賃貸物件収入は順調に推移しているが、商品物件が少なく、また、物件があって
も競合が多いことから仕入価格が上昇している。
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 19.5  56.1  24.4 

7.3  65.9  26.8 

 26.8  58.6  14.6 9.7  56.1  34.2

 24.4 73.2 2.4

9.8 85.4 4.8 

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 17.6 64.8 17.6 

 17.6 58.9 23.5 

 17.6 64.8  17.6 

 23.5 53.0  23.5  11.8 64.7 23.5 
 

 29.4 47.1  23.5

5.9  82.3  11.8 

 5.9  76.5  17.6

4.9 63.4 31.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数17企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7
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の見通し
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16.  17. 

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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　業況判断D.Iは△6.5、前期比3.2ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが3.2と前期比12.8ポイント、収益判断D.Iは6.5と同12.9ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比6.5ポイント、同収益判断D.Iも0.0、同6.5ポイン
トともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△16.1と前期比12.9ポイント低下し、人手不足感がやや強まり
ました。また、前期比残業時間D.Iは6.5と同13.0ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が38.7％（前期29.0％）、「予定あり」が19.4％（同19.4％）を示していま
す。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.9％（前期12.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が48.4％、「売上の停滞・減少」が35.5％、｢利幅の縮小｣・「取引
先の減少」がともに19.4％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△9.7と当期実績比3.2ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.6ポイン
ト、収益判断D.Iは同12.9ポイント、販売価格判断D.I
も同16.2ポイントそれぞれ低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.2ポイント改善、残業時間判断D.Iは同6.5ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が93.5％、「経
費の節減」が45.2％、「情報力の強化」も45.2％と上位
に挙げられました。

　株価上昇など景気回復のニュースはテレビ・新聞等で目にするが、実際、地方の
中小零細企業にはその影響を実感することがない。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 19.4 54.8  25.8 

 32.3 41.9  25.8 

 19.4 54.8  25.8 

 29.0 45.2 25.8  19.3 54.9  25.8 
　
　

  
 19.4 51.5  29.1 

 32.3 67.7  0.0 

 12.9 80.6  6.5 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数31企業（回答率93.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 3 6 9 12 3 6 9 12 
16.  17. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

2018年（平成30年）の経営見通し2018年（平成30年）の経営見通し2018年（平成30年）の経営見通し

（単位：％）
問1 貴社では、2018年の日本の景気をどのように見通していますか。

　2018年（平成30年）の経営見通しについて調査を実施しました。

　貴社では、2018年の日本の景気と自社の業況（景気）の見通しについて、また、2018年の自社の売上額

の伸び率、業況が上向く転換点はいつ頃になると見通しているかについて、結果を次のように取り纏めました。

　2018年の日本の景気と自社の業況（景気）を｢普通｣と見通している割合がともに半数以上を占める結果

となりました。また、2018年の売上額の伸び率が2017年に比べて｢変わらない｣とする割合が54.5％と半数

以上を占めております。

　以下に、詳しく掲載しております。　

非常に良い　0.5％

やや悪い
25.9％

普通
51.3％

悪い　8.0％

（単位：％）
問2 貴社では、2018年の自社の業況（景気）をどのように見通しでいますか。

非常に良い　0.4％

やや悪い
27.7％

普通
53.6％

悪い　5.8％

良い　1.3％
やや良い　12.1％

非常に悪い　0.9％

良い　0.9％
やや良い　11.2％

非常に悪い　0.4％



　　　業況判断D.Iは8.5、前期比4.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが9.8と前期比2.8ポイント改善、収益判断D.Iは4.２と同横ばいとなりました。
また、前年同期比売上額判断D.Iは9.9、前期比4.2ポイント、同収益判断D.Iは4.2、同7.1ポイントともに低
下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.7と前期比8.4ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和
しました。また、前期比残業時間D.Iも12.7と同2.8ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が29.6％（前期26.8％）、「予定あり」が11.3％（前期21.４％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は18.3％（前期20.0％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣が36.6％、「売上の停滞・減少」が25.4％、「利幅の縮小」・
｢原材料高｣がそれぞれ21.1％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは0.0、当期実績比8.5ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比8.4ポイン
ト、収益判断D.Iは同8.4ポイントともに低下、販売価
格判断D.Iも同1.4ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比4.2ポイント改善、残業時間D.Iは同7.1ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が54.9％、
「経費の節減」が49.3％、「人材を確保する」が
29.6％と上位に挙げられました。

　外部専門機関等を利用しながら、お取引先の課題や問題点の解決策を提案する
伴走型の支援を行っていく。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 11.3 78.8 9.9 

 19.7 64.8  15.5 

 8.5 78.8  12.7 

 25.3 59.2  15.5 

  

 

 26.8 54.9  18.3 

 18.3 63.4  18.3 

 19.7 77.5  2.8 
  

 15.5 83.1  1.4 

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 3 6 9 12 3 6 9 12 
16.  17. 
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△30

30％以上の増加

20～29％の増加

10～19％の増加

10％未満の増加

変 わ ら な い

10％未満の減少

10～19％の減少

20～29％の減少

30％以上の減少 0.0
0.0

（単位：％）
問3 2018年において貴社の売上額の伸び率は、2017年に比べておおよそどのくらいになると

見通していますか。

（単位：％）
問4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

問5 世間一般では、｢景気回復を実感できない｣という意見が広くみられるようですが、貴社では、
どのような状況になれば、世の中が景気回復をより実感できるようになると思いますか。

0.9　

0.4　

　　　  5.3

　　　　　　　　　12.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58.5

　　　　　　　　　　　 15.9　　

              6.2

0.4

（％）0　　　　　10 20 30 40 50 60

0.4

　　　  5.4

　　　　　　　　　　　　16.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54.5

　　　　　　　　　　　19.2

　   3.1

0.9

0.0

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

企業収益の改善 
賃金の上昇

　雇用機会の増加
　株価・地価の上昇

　物価の安定
　社会保障の充実

　後向きな話題・報道の減少
　海外に関するリスクの低減

　そ　の　他
どのような状況になっても景気回復を実感できない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 29.0

　　　　　　　　　　　　　　　22.4

　　　　　9.7

　　  6.6

　　　　　　　 13.1

　　   7.2

　　　 7.8

   1.8

0.2

　 2.2

すでに上向いている 　10.7％

6か月以内　6.3％

1年後　17.0％
業況改善の見通しは立たない
33.0％ 1年後　17.0％

2年後　7.6％

3年後　11.6％3年超　13.8％

業況改善の見通しは立たない
33.0％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業224企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 卸売業・不動産業を除く４業種で改善

10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△4.0、実績比4.0ポイント低下の見込
　来期は、不動産業以外の業種で低下を見込んでいます。項目別では、売上判断D.Iが当期実績比10.3ポイ
ント、収益判断D.Iは同7.1ポイントともに低下、販売価格判断D.Iは同5.0ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比1.8ポイント改善、また、残業時間D.Iは同4.1ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、「経費の節減」が48.7％、「販路を広げる」が44.6％、「人材を確保する」が25.4％と
上位になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は0.0と、
2017年7～9月期(前期)の調査より8.2ポイント改善しました。
　業種別では、卸売業で前期比3.2ポイント、不動産業で同11.7ポイ
ント低下しましたが、製造業は前期比4.1ポイント、小売業は同15.5
ポイント、サービス業は同31.１ポイント、建設業は同8.3ポイントそ
れぞれ改善となりました。項目別では、売上判断D.Iが9.4と前期比
13.0ポイント、収益判断D.Iは3.1と同11.7ポイントともに改善しました。
また、前年同期比売上額判断D.Iは3.1、前期比3.１ポイント、同収益
判断D.Iは△1.8、同3.7ポイントともに改善しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△17.5と前期比0.7ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。また、前期
比残業時間D.Iは6.3と同5.4ポイント改善しました。借入金の動きや借入難易度では、｢借入した｣が前期比4.9ポ
イント増加となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が40.6％、「売上の停滞・減少」が30.8％、「利幅の縮小」が21.4％
で上位となり、前期と同様の課題が挙げられました。

 3 6 9 12 3 6 9 12
16.    17. 　

時期 1～3月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年7～9月 29年10～12月 30年1～3月
見通し 概　　　　　　　　　要

 業況判断D.Iは、８.２ポイント改善し０.０。来期は、４.０ポイント低下し△４.０の見通し。

業況判断D.Iは、４.１ポイント改善し８.５。来期は、８.５ポイント低下し０.０の見通し。

業況判断D.Iは、３.２ポイント低下し△６.５。来期は、３.２ポイント低下し△９.７の見通し。

業況判断D.Iは、15.５ポイント改善し△24.５。来期は、２.３ポイント低下し△26.８の見通し。

業況判断D.Iは、３１.１ポイント改善し１３.８。来期は、６.９ポイント低下し６.９の見通し。

業況判断D.Iは、８.３ポイント改善し１１.４。来期は、５.７ポイント低下し５.７の見通し。

業況判断D.Iは、11.７ポイント低下し△11.７。来期は、17.６ポイント改善し５.９の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

明けましておめでとうございます

結 城 信 用 金 庫
 　　理 事 長   森　　光　郎

　平成30年の初春を迎え、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
　旧年中は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後とも地域社会の繁栄に向けて役職員心を一つにして　　　　　　　　　　
精進してまいる所存でございます。
　本年もより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.94
（2017.10～12月期）

結城信用金庫営業統括部


